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8年十勝沖地震

1青森県東南部地域の予察

※

黒田和男1垣屍俊弘1安藤高明

譲兎がき

輔のラッジ猟アワｰのさわがしさがようやく潟さまっ

た隅和43年S月ユ6員蔓時50分ごろ東京にいた私たち

が感じた地驚はいつもと違った異常は長い初期微動と

ゆらりゆらりとゆれ動くよ多な永平動をもっておりか

なり離れたとこるに大書な地震があったらしいことを思

わせた.はたせるかな東北地方および北海道一帯カミ

強い地震虹おそわれ花というζユｰスを始めとして震

源地は北海道襟裳岬の南方120㎞の沖合であリ津波

の心配がある等次々と新しい知らせが耳に目に飛びこ

んできた.

この地震による家屋その触の建築物の倒壊地割れや

地盤の隆起1陥没などぽよる鉄道･遣踏の被害さらに

山くずれによる顕畑の埋没等さ凄さ漢の被害が報告さ

れると時を移書ず災害対策あるいは調査のため各機

関から調査団が東北および北海遠地方組入りその結

果も逐次報道されている吉

地質調査所では地震発生の翌貝(5月1閑)とりあ

えず北海道支所から苦小牧地区の踏査を行匁ったカ麦

ひきつづき被害の最もはなはだしいとされている青森

県東南部を対象として/班と北海道貝高･十勝地方を

対象として1班沸ジｰプを馳せて調査を行ない災害

をもたらした地表の変動が地質とどのように関連して

いるかを見てまわった,その結果北海道管内につい

ては別項1で報告があるのでここではδ月24目から6

月裏日にかけて八戸市1三沢市･十和田市1五戸町な

ど一帯の地区について見聞きしてきたことをとりあえ

ずまとめてここに書きとどめておく｡

なお本稿を草するぽ当り青森県庁･八戸市役所1

三沢市役所十和蘭市役所1玉戸町役場の各災害対策本

部から種々の費重た資料の提供を受けるとともに現

地の説明などいろいろとお世話になった.また現地

において八戸高校の大渡昭二八戸北高校の松{カ

八戸東高校の七崎修氏からこの地方の地質および災害

について多くのご教示をうけ花｡ま淀帰京後は地

震研究所⑳松囲時彦氏からは災害紀ついて地質調査所

の坂本車馬からは地質紀ついてご教示を受けた､厚く

おネL中上げる､

分忽9秒はは北緯39.6度東経143,6度深さ藪O㎞のと

ころでマグ島チュ坤ド儀帯δの余震カ奮発生している.

なお八戸測候所調べ1ζよると余驚の回数と震度を第
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第i図至螂隼ヰ麟諦地震の概要図�
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第1表おも匁濠波の状況
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2図に示しておく.各地の震度は第1図により示し花
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第2図

会展記録(八戸測候所調べによる)

さて地質調査所では工業技術院特別研究の一環と

して工業地帯地下構造調査を昭和42年度凄で実施して

きたがたまた嚢昭和班年度に苫小牧地区昭和42年度

に三沢･八戸地区で掘さくした地下構造調査観測丼があ

って地下水位の観測を行なっていた､三沢市六川員地

区把ある観測井は地震発生時には欠測状態で工鯛の

12時ごろから水位記録が再開されたが地下水位の脈動

があざやかに記録された(第3図),この地下水位の脈

動を何に理由づけるかについては現在解析串である｡

苫小牧地区では隻6属の6時から9時45分凄で欠測して

いるが記録用紙取替え直後に十勝沖地驚紀漕遇してい

る.この記録についても調査を行なっ仰渇がその

後の記録用紙がまだ届いていないので今ば何ともいえ

§潤一6目5月1ア費

竈1窒1620'04S12]62賛

嚢湧18冒

翼]2:蕎望芝)

｣ド1､

�

{人1㍉1{縦1菱款一{1二よ引

荏い.

今回の地震はついて特記しなければ怒らないことがも

う1つある.現地の人の話によれば5月13目から15

目の早朝にかけて相当量の降雨がありこの雨がようや

くおさまってひと恩入れたところに地震がやってきた

ということである.青森地方気象台の報告によれば

この雨は八戸で黒計エ63㎜五戸では2u㎜さらに輿入瀬

川上流地域や下北半島恐山周辺にも200鰯前後の爾か降

っていた.累計降雨量の分布は第6関に示しておいた

が爾の中心添野辺地1三本木1斑戸を結ぶひとつの

線上に延びているのは後で述べる今度の被災と合わせ

考免なくてはならない点である.
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2.被害の概要

1968年十勝沖地震の被害については新聞その他で報

道されているのでここでは主として青森県下について

述べる.青森県がまとめ杷籔月2蝸王2時現在各市町

村別の人的被害および建物の被害は第簑表のとおリで

これに道路1閏燭あるいはガス1水道1驚カ1通信設

備学校や公共建物の被害を合わせるとその金額は

368億68δO万円に達しその後判明したものを合わせて

約400億にのぼっている｡

人的被害のうち今回の地震による
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第3図三拠地区地下構澄観測諦の水位変動記録�
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第5図

嚢則蝸～夏鯛の累計降雨最分布図

(青森地方銃議禽速報による)
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苫小牧地区地下構造鶴渕井の水位裟鱗記録�
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口篶繍総があった
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鏡6鰯脅森県下被災状湿の綴播図

火山灰地からなりている.ここでこの地方の地質を

ごく大づかみに雲とめてみると(詳しくは青森県地質

問五9631中川螂1;表層地質図｢八戸｣196δ1大

池ほかユ9661匁とを参照)大きく次の3つの地質区

は分けることができる(第7図)
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1)八戸から三戸にかけて流れる馬淵川からの南側

砦手県鏡地帯は｢北上山地｣と呼ばれる.古生

層中生層中生代の花嵩岩類およびこれをお

おう鶏三紀層からなる害

2)ほぼ野辺地一七戸をむすぶ南北の線から西側は

｢グリンタフ地域Jに属する呈下部に厚い緑色

凝灰岩を含む新第三紀層の上に第四紀層の八甲

田十和田などの火蝸童清動し火山砕贋物が厚

くおおっている｡

3)上の2つぼ酉と南を限られて海津に闘いた地域

か｢上北合地｣である｡ここは地形といい

天狗岱面

工皿1

藪屯尖劣祭

一

ている･台地のへりぽみられるこの地域の

“基盤"は第三紀末から第四紀にかけてのおも

に砂層からなり礫層や泥層を伴う半凝固の軟か

い海成層である仙

殿最あ火出腿あ紗磯鰯の関係

仙ヒ北台地を構成する段丘あ火山灰の関係をごく模

式的紀錦魯関熔赤す苗凄た磐誇凄てば関東地方あ

の対比を挙げて潟こう(篤3表),この地方はよく調

査慈れでい鋤婁細部の対比紀は漢溢問題点もあり漢

第8図段丘繭と砂礫属と火出腿の鰯録(撲弐図)(中川(196王)

1.簸圭(“あ細すが川ごるだ圭な妊幻火出灰を含む)

2｡八戸火出好層

3｡禽鰭爽則腿屈(銚上鶏細下翻)

久天狗管大凶灰層

大池ほか(重966)などから編集一部省略)�



た地層名や段丘の名称も地域的に異なっているのを読

者の理解のために強引に割切りて表わした古大局的に

は問題ないであろう｡ζのうちもっとも分布の広い

天狗岱面高館薗三本木繭の分布図を窮蟹図に示す｡

天狗岱面高館繭はいずれも間氷期(海進期)の段丘

で主要部の堆積物は海成層からなり傾斜が藷嚢)めて

緩い.これに対し三本木繭は最終氷期(海道湖)

の段丘で扇状地性の陸成層からなり傾斜が急で海

側へ向って沖積層(海進期)の下ば没し山側では天狗

僧面の上を潟おっている白

火山灰の代表的な柱状翻を蜘｡図に示す山当然のこ

とながらこれらの火山灰はいずれも酒方の十和岡

八甲田火山地域に向って摩く粗くなる血このうち

天狗岱･高館火山灰層は潔一ムと呼ばれ大部分カミ茶

褐色の風化火山灰からなり関東地方の多摩ロｰムや下

末吉前一ムに似て抽りかつところどころ粘土化してい

る.両者の区別は肉眼ではなずかしい､(大池昭二

蔑によると天狗岱照一ムの方に病閃石淋含まれている

ことで区別できるそうであ蕃)この上位の八戸火山

灰についてはあとで述べよう､

4.山くず杓の持轟一省の地質との関係一

今度の地震では全国で餐0人(行方不明を含む)の人

命が失なわれた白そのうちの44人は青森県下であり

さらにその半分以上は山くずれや崖くずれで失狂われた

ものである.こと人命に関する限り山くずれこそ

今度の地震によってもたらされた最大の災害だった

(写真1).

三八上北地方の山くずれ

は調査した範曲では主震

をほをんど同時に一斉に

起こ欄でいる､大部分は

肯い禽地(爽獅樽繭)の侵

食巷れ花谷の支流で発生し

花(錦夏聰)帝それは山

津波おいわれるぽふさめし

く潟そるべ慧黒ヒｰドで

斜繭を躯は下り花らしい臣

八戸市の西方の正漆等地隊

では遠路を幾いていた上

野礼子さんや道路をへ澄

てて山くずれの抽書花斜

面と反対側の斜面の家の庭

先にいた上野礼子さん(尉

姓同名)が山くずれの

犠牲となっ花､雲人とも

あ&数獺逃げれば助かった

ところ紀いたがその目震湯屋

なく文字通りアッをいう

間の出来事溶った(写真

3).王法寺地区てば

たか澄が数工0鮫の比高をも

つ谷の側面の斜面をすべり

落ち淀土捗が反対側の斜

面1αO触近くものし上げて

いるのか見られた.これ

･トマ

土圭1榔榊
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からも山くずれカミすさまじい勢いでおしよせたこと

が想像奮れる.小規模な山くずれは必ず谷の斜面'

(山ひだ)の凹みの部分に発生している｡大規模恋も

のは山肌の凹部も凸部も間わず一様にくずれているとこ

るもあるがなかには凸部怒けが島のよう1軸ゆ残さ

れてい器所もある由

今度の山くずれをみる限り積生のあるなしはあ変り関

係が校くむしろかん木や喬木の生魚ている所がそれら

を生やしたま凄谷底にすべりおちていることが多い｡

木が茂ったまますべりおちた現場をみるとそごが囲や

畑であっだとは信じられないくらいである(写真簑重3).

八戸北高の松山カさんは｢木が生えているから安全だ

という“常識"は通用したいのではないか｣といっておら

れたが筆者も全く同感である,

今度の山くずれは人工的な庶困淋ない自然⑳斜繭

紀発生し花ものである限り共通の特長をもりている｡

も四とも重要な特長はか怒らず八祥久泌腿凝⑳翻義

⊥

第11図b

八戸火1土1灰馳り柱

状図(置郡艘閥

内～溜戸濠閥)

図申典の(以下問

じ)とは以γの

属はすべて自儀の

意である｡
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側一舳榊舳･げ

{蔑､鴛吾舳川1^舳};没

約に

値1!緕

奴醤

割剣二緩傾斜の念ごろで発生していることである.

山くずれのおこった地域の一般的な地形は篤13図の

ようである.ここでは地表から50～100㎝ほどの腐

植質の表土があリこの中に“あわずな"や“ころだ"

と呼ばれる降下火山灰や軽石が含まれている｡その下

には2～数聰の八戸火山灰層が地形に厚い毛布をか

けたようはお濁っている(写真遂).

八戸火山灰は約五万年前から1万数千年前にかけて

の十和禺火山の爆発によってもたらされた､大きく

上半部の蔑褐色鰯一ム(比較的ゆっくリ降ったと思われ

嚢灘､,灘騨嚢灘,

導蔦夏蒐野鞭溝芦濠⑳泌くず扱

霜僚ゆ鎌は押しっぷ慈杓藩をで応慈釣1ζ鐙てられたもの�
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繁王3鰯小規模な凶くずれのスケシチ

難泳愛の遮恕護蜜幻胸卿こ榔繊削克夜光勧(八戸嚇

皿淡寺)胸弓側{{)斜臓的隷紀漢で土砂躯鐙入し恕

宥偶ゆ鰯籔吹火麓綴胸鍛浴湧酬鐵沈人姦災鰯
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等蔑3

鰍獺

八戸市騰ノ擬鋤

区の蹴擬分嚇

等商1脾かメ)水は棚

死蓄5人を嚇し花八拝命遊戯ゆ泌くず松

の刺こずべ勢潟愁愁も劔

写真2
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､1二部ロｰム帽

■ド部慨石噌

/｡

～

第14図山く

ずれ地帯の模式断面図(第8図と対照のこを)

愈約淡ラなところからくずれやすい

欝の攻簑な急傾斜地でほくずれていない

る風化人醐豚勢鉦下端部の自亀の軽有おぷび軽孫質入

閑籏(八戸浮孫層)紀分け島れる曲孤膚浮積層の最上

部縫は梁稔ん繭⑳止形はさく薄い淋1蛇ん婆みとめ

蟻舵瀞嚇斜繭の部分蹄は数獺からと巷絶は王晩以

上熔潟孜孫厚い鰹煮沸維積物秘襟潅淡鳶曲ζ⑳軽宥流

は中程禺湖鵬没直前の爆発熔漢蕃もの湾麟代は

漉理郷◎牢圭就ζ大渡婿二蝸銚)を害れている畦ごの

軽宥滋潟畿び蔵土記みられ蕃芯鉦⑳勢鳶塁次堆積物は

摩慈も海かは怒変化す蕃秘史位⑳蔑欄亀濠一洛の部

分濠芥位⑳陶亀⑳降下縫宥潟次び火閑豚⑳部分はちζ

でも憾ぽ岡篶摩蜜を添す(錦鯉團写輿慧)ヨ

嵩て今度の脳くず杓は1蛇んぜ淡八帰火山灰の

土部の叢欄亀籔一溶質の部分&下部⑳閏箆軽孫質の部

分おの閥漕発生篶秘策五姻)封軽層流砂望次堆積物の

あるをζるではそ⑳並位懇労浅り施蔭晩葦畠閑くず

れを遠くからみるとく我れ花部分の閑胴泊くみ免る

のは軽看質の部分が露熾している花めである(写真6).

近ずいてみるとくずれたとζろは表土と黄褐色ロｰ

ム層を合わせた1.独ほどの部分であり厚さはほぼ一

定している.“すべり面"となった粘土化した軽石質火

山灰は水を精一杯吸収してぐしやぐしやになって濁

りその表繭1副護すべった時終岩片や木の根添っけてい

った傷あと秘平行記滝りている(写真6)､その申⑳軽

看の大書いの薮翻醐篶でみ蕃墾等懇擾鴛疋も勾藻椛る

ほ淳軟か薫繊靴施稲を篶ぽ篭敦該縫氷勤沌花花算潟溶

る｡くず杓花部分設珪沸戎り彫主些⑳携の部分葡鴫憾

篶ばしは氷淋湧慧熾篶でいる(鶏鵡醐苗部落⑳褒働帳

ある隷斜厨か鰺湧いでい滝鍬職氷熔利踊慧杓概煽凝

愁鐵批岡岱綴溝の愁獺湾灘蕃由今度⑳地麗芯は

ζ舵濠懇のζ⑫層溝の拙芥氷の流出簿秘褒⑳疋燭の串

から繁然氷秘湧巷松花&忍悉秘認め彩れ蕃(穐谷地匿溶

塚)曲

直肩憲肩瀞⑳沸坂鮫薫蜜んを呑み逐んだ圭襟蟹数

ガ搬紀潟次艦大槻模滋閑く戎批懇は孤戸火出豚の下

部の大部分添削り&られている(写真7).しかしそ

写蔑嚢泌くず虹の鰯蟻宜顯仙鴻人の麓批ポ{淡斌臓"

それか蔭土は護士を上激蟻一み鱈下縁八湧嬢煮溺.､

簿鄭ま鰯は細くず航鮒榔(入済嚇鰍簸)驚くみ繍燃八野

爽ψ渓下繍撃菊燭その上のくず叙恕部分1嚢上織慎一ム鰯お讃土.�
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こでも八戸火山灰よりも下の層までは削られておらず

また山くずれの発生した一番上の部分や山ひだの凹

みの部分の“すべり繭ヨ争の層準は他地域のそれと嗣じ

である｡おそらく山くずれはどこでも一定の層準

で発生したが勢いのっいた土砂が山ひだの凸部では軽

石層を削りながら流下したものとみえる由

われわれの屍て歩いた限りでは自然状態でおこった

山くずれでこれ以外の層準からすべったとこるは狂い.

山くずれが一般に30竈以内のむしる緩頗斜のところ終

おこっているのも第王姻のぷうに急傾斜部には八戸

火山灰カ茎存在してい住いとするとよく説明ができるで

あろう･地質球の立場からみると八野火山灰の存在

こそ今度の山くずれの素因であると断書できる.

5｡山くずれの発生機構

今度の地鷺で生じた三八上北地方の山くずれはま

ったく降雨き地震の相乗作用が誘因をなゆたものである.

このどちらが欠けていても慧れほ狡の被害は生じなか

ったであろう筍この地方では餐万五鯛の地震の前目

襲で3日間にわたって爾が降りつづいた.3員聞の

累積は降雨量八戸市西部から五戸地区にかけては200

㎜に達した(策6図)｡これば6月のこの地方はおけ

る平均降雨量の約3倍にあたる雨量であり八戸⑫測候

所では3買目には地すべりの警告を出すζとを真剣に考

えていたという一4目目16目の朝から雨が上がり

9時頃には青空もみえかけてきてやれやれと思った

その直後の大地震であった｡この点はまったく不幸

な偶然というほかは狂い｡

導鯛錐簸像鯛1蟻壁し触くず派(八汽常吃麟)写鄭雌較斌

た粧八戸締の七崎地区に

1ヵ所芯けだが前の負に

響篤?大鏡機な泌くずれ(五郎庸戸津)

{ひ池ゆ凹部蜜鑑め

幽部を葛わてい蕎｡斜面1嚢妻"鋤い色こ緩い�
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くずれたところがあった.行ってみると地震による

ものと金く同じ層準でおこったものであった(写真8).

したがっ十八戸火山灰のある傾斜地では地霧がなく

ても山くずれをおこす可能牲はあっ花わけである.

しかし.だからといって地震によるシ該ックの役割

を過少に評価するわけにはいかない.第一にはこの

地方はは山くずれが多いという記録も狂いし土地の人

の諸でもこれ塞で山くずれを経験したという寮を聞か

ない申地震の前に降った雨量はたしかに多かったか

沓今未曾有というわけでもないであろう｡地震前日に

おこった例外的な山くずれも移動距離は淀かだか10㎜

勢いもあまりよくない小規模柾ものであった｡地震の

ショックがなくてもすべったかもしれ狂いカミその時

はおそらく地形の条件などで早く水紀飽和したとこ

ろから1つずつ散発的に比較的小規模な山くずれが

おこったであろう.今度のように五つの谷の支谷と

い萄爽谷湾一舞紀大規模ぽ菊ζゆ花嫁は地嬢のシ嚢ツ

次蜂鉦為潔劣裟索状ン将親鎌(努兼ソげば一)総畿簑

旗機構な篶懇は誇剃試い由

ぺ

第16図北高砦駅付近の園遺損傷個所見取図

はないのかJ匁どの真剣衣質闇をあびせられた｡当然

の質問であ夢われわれ地質家はこれに答える責任があ

ると思う血残念ながら今度のような災害がこの地域

で発生することは講も予言で書なかった｡このために

いつ続発するかわから恋い山くずれをおそれて家をす

て不自由溶テント生活や公民館での共同生活を何目

も余儀なくされている人海には後ろめたい思いを禁じ

得なかった(写真曼)｡ただ差しあたりいえることは

次のよう恋点であった由

!)八戸火山灰ののっていない急傾斜の崖では大きな山

くずれの心配はないまた当然のことだが一度山く

ずれのあった所は“免疫"ができているから安全であろ

うしかし急傾斜でも頂上部を人工糊こ切りひらい

花簑じ旅を忽繍議轡滅栽藩踏襲が謝る

婁)禽魔碗抱簸禰敦閑く朔磁趨蔓慈鋤め地所で愁趨護㌫

稔養護鳶畿閥泌漢う繍維質地形鎌雑⑳鉦芯る当棄絃

幽泌滋⑳関部は爽爾⑳詮蜜繍嚢襲澄意想茜る

多く頓犠牲煮を出篶施ωく吠れ地帯塾縞&ずれ潅裟慧

勅れ杓棚茸･地玩の筆嵩の火か蔭跨後いつ凄ん

溶澄蓄樽閉く戎杓淋滋篇⑳杓,軸く沸れを防ぐ労法

鴫く浅海⑳潜顯怒地帯塗幾いてみる澄くずれ獄沌

レ泌慧る添愁爾帳畿資溶榮件⑳鉦慧馨縫は大意溶地割

渚揃蛙帳勲沈り努蜜懇旗葡巧花怒ζる滝渇地芥氷が

葺翼総團遣凄督線の3芦弼吐1薯鱒糊ヲ批紹1鳩損傷状況段通の､茎･ちから盛土ではり山じ花部タ切差d)れている�
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6.道路1築堤の被害

今回私たちが現地でみたところでは国道遂号線

46号線をはじめとする主要道路の破損が員立っており

その申でも繁堤の部分には必ずといってよいほど亀裂

かみられた,漢だ新聞紙上をにぎわした東北本線尻内

一野辺地闘の被災も新しい土盛りや切取リ個所がこわ

れたもののようであって現在東北本線の電化1複線化

それぽ線路の変更ぽよる曲線部の改良工事に互鱒の拓

くれが出たといわれている｡

道路に生じ花亀裂には遠路ぽ平行しているもの道

路を横蕨しているもの等さ漢ざ漢であるが豪わりの地

形と比較してみる&道路を横断している亀裂は築堤

部と剃こ地ならしをし淀だけの部分あるいは築蝿と切

響鄭婁砂鰍ζで嚢怒榊蟻鷲簸鵬董i繊燃餐帥鷲遜爾のダ脚拶苗

建物の土禽澄側秘漂いてし濠ゆ流砂鉄鉱匿硬)境界ら

しい

劔咽工嬬周遁の地割飢屍敢鰯

簿勘1噴紗約至例八列ヒかξ噺織工機鍬蜘杓蕨鈍

簿鄭警繍嚢災鑑嚢鰯湾殿勅童榊鴻綴臓雛澄麓繊燃砂鉄採掘⑳総当�



一12'一

策18図三本木地区町別被害状況概括回

全準滅㈱世帯以上

全半灘雌欝以上

被害集畔地区(千茅順肺役所による)

もともと地下水位の高いところへ盛土しておいたのが

雨によって充分水分を吸い軟らかくなっていてそこ

写真1遂巽然形砂別碓金く搬害がなか㌣北

ソク立ても倒れなかったという

郷嚢もも榔)聾一

7,平地部の被害

八戸市の罵沸川北方にある新設工場敷地内やその周辺

では海崖砂地あるいは砂地と背後の丘陵地との闇にあ

る湿地帯に多くの不等沈下ポ観察されるとともに若

千の噴砂現象も認められた.

もともとこの地域一帯の海岸には地下8狐までの

範囲に砂鉄を含む部分があり日本における砂鉄の産地

の1つとして知られている､この工場敷地周辺でも

ごく近年に砂鉄採取の目的で深さ約8搬までが掘り返さ

れ埋め戻されている.敷地周辺や工場施設のまわり

に亀裂や不等沈下個所がみられるがこの境界線をたど

ってみると大体規則正しい線状あるいは方状とたって

いるのは砂鉄採掘が年ごとにその場所を変えていた

ことを示していると思われた(鶴エ7図)｡

これと逆に砂鉄が採掘され花ことのない場所これ

は老令樹を始めとする積物の繁茂している個所は地表

に何の変動もあらわれてい狂いし工場用地を造成した

ところでも丘陵地を切取って地ならしした部分は胃

に兇克るような異状は認められない.この理南として

砂鉄を掘ったあとを埋め戻し花ところは地盤かもとど

おりに固まってい海かったがたま淀凄今回の地驚ぽよ

る驚動が地盤の自然圧密をうな涼したものをみられる,

放お重量構造物であっても地盤のしめ固め工法を

施したりあるいは充分校椀打ちによって基礎をレ1か

り固めたものには胃に見えるような変状を起こしてい

写輿i5崖側か砂虚猪鰍凄繊鹸擬掘あとの埋めもどし部分鳥層の左

に写真工嚢の繭がある�
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ないのは注目に値する｡

海岸地帯では匁いが八戸市役所のまわりで見られる

ように埋め戻しを行扱ったあと充分閏めてい狂い個

所は必ず著千の沈下を趨ζしている苗

地榊L“}}

､戸

.汗

㌔､

内陸部に諸を移して十雰順帝三本木地区の場合をみ

よう.ここでは昭和16年に大火があって市街地はほ

とんど全滅しその後に建てられた家屋か大体30年を

経過しているという条件礼もがかわらず被害淋集中し

た地域は特定の場所に限られている.剣8図には三

本木地匿の町別被害件数を妻とめて園示したものである

添国道の東側三本木駅付近それ紀台地の周辺紀当

る稲吉地区紀被害湯壊申している昔この位置は地形

的はは奥入瀬川扇状地の末端に当り地下水位が非常に

浅いところへ沖積低地の谷頭が侵入しているというき

わめて混り気に當んだ場所で前谷地という地名が残っ

ていること6等ぐらい前から埋で立てて宅地化が進ん

花という場所もあるをいう誘で齢る､そのうえ{く

ずれの考察でも書いたように大爾の直後であったこと

秘被害を集辮慈せ花理南とみられる由

三添木霊圏⑳地割航は滋地帯をなりでいる個所に背

後の火山豚秘ら落る脅地⑳変部齢■jり散り液土を盛りて

地溶婆杉篶花慾の切勇敢壌数盛土をの鏡界紀沿り恋発塗

じ施鎧残島れ篇秘後の繁貸愁う一度触れてみ池い由

O1⑪O腕

へ

策ユ鰯

剣欝串学校付近の

地形蒐駁図

轟｡吟度の餓警で窪農きれること一盛土の地盤の場合

自然状態での{くずれがいずれも緩傾斜地であるの

と対象的ぽ急傾斜地で為こつ花屋くすれば私危ちが

みた芯げても何らかの人為的な原因カミみとめられる皿

三派市内や八戸市根津小学校裏の崖くずれなどは背後

の段丘の一部を平坦にゆ載り敢賢一部に盛土をし花所

に発生しているし正法講部落⑳嚢はも崖くずれ吋節

の亀裂赫みられ花白こと絃築灘の場剣跳触松花か

盛土ぽっいて最も不幸溶案例秘塙州町⑳剣曹崩学校で

滋ろう｡

一譲

饗鄭竃人忍鐙磁馳燃凶く繋叙儀派稀鑑縛)灘氷郊蔑紗慈頗斜鰍㌶蛇憎郁喝

蟻錐め出く潔妻陸錐較篶愁み渡歩｡

簿鄭㌘捌雌繊茎岱で鰹てら航繊鶉奮串学演(鞭獺繋照)産側秘

土砂くず洲砧μ幾燃機縫暫を出し恋とこる､写真で熔よ

く麦)か島ないが猪側鷲後の収)夏翻がくずれ無数の亀裂が

磯ゆ珊喝.

響勲嚢八禅稀鐙蹄や学校の雛霧d雌盛3ψ“1まらみ肢圭いによる

も受)�
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剣吉中学校は

第婁鰯

酋閥木地漢の雛寄

集畔噸蕨箆敢図

勾配の急な沢の中ほどにあって派と

どろいて窓からとび蝪したその足もとの土手が崩れて

先生を含む1!人がまき込凄れ4人の生徒が耽亡したの

である.校おこの中学校の校舎の東の部分はうし

ろの山からくずれ落ちた土砂にいまにも押しっぶされ

ようとしておりしかも背後の谷にはまだ亀裂も多数

残っていて山くずれに対しては一層警戒しなければな

らないという察情下にある.

八戸市の豊臓中学校の場合は人命こそ失なわれ匁か

ったが混り気の多い谷の出口付近を谷をせき止める

ような形で敷地ができており排水口に相当するところ

で校舎の土台が沈下している苗背後の谷では山くず

れぽよって麓築串の住家が五戸倒されており谷の奥に

は漢だ数カ所の山くずれがみられるが谷の殉配がきわ

めてゆるやかであったために山くずれの害をまぬかれ

たのは不幸申の幸であった､

請はわき遺ぽそれるが八戸東高校は比高1.腕の

段丘の両側にまたがって建てられており低い方の段に

建てられた桂の部分が不等沈下を起して末端では70c㎜

写真2王八祥布擬緯小学校狡舎の被害

i臼漸澄1こ鰹て戯沈らい･

簿薦鰍渕崖ツｰルの割)ljが沈γしてし蒙棚匁な拍背後に山く

ず叙がみえる�
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鏑2聰級審発牛地帯の分布鰯

ほども陥没してしまった古

窯た八戸市の根津小学校は最もひどい震害を受けた

建物の五つであるカミ馬淵川の旧河道上の湿地帯に建て

られている等学校一般に地質条件からみて不利なとこ

ろに多く建てられていることは多数¢)着い生命をあず

けるには心もと匁いように思われた曲

三沢市沓間木地区も今回の地震によりて集中的な被

害の出怒場所である｡もともと古問木地区は台地の

剛ζ細長く入りこんだ沖積地の中に商店街か並んでいる

がこの一画ぽ民家の庭や倉庫の申を通過する亀裂が走

り他方では沖積低地の申に地盤の隆起があって直

径1300mの範囲内に明瞭祖円弧すべり(?)が発生してい

る.その中で亀裂の入ったあたりは地元の人の誘

によれば背後の山をけずって一段と高い平地を台地と

沖積地の蝿に作ったそのち表うど切取りと盛土との携

簿露膿十琴順帝王寮沫馴･雌の蕨篇索然のSi醐泌出e町の実験/

＼

■∵

一/∴.メを三

ぺ11

≡一

､＼

＼∵､王

､＼＼

＼二

搬獺十翻鍔希望本法鑑鰯め銚簸地翻れ鰯

地餓醐鰯慧鐙湘⑪醐例外としで6⑪㈱湯嶋る轄養は繭

酒側落ち笥鍛畑｡撒水平移動翻ま反時薔十雲禽刈鐙大嚢簑雌

に相当している,

五戸町の中心街も台地のうえの起伏の多い場所に建

物か療焦しているがやはり斜面にある構築物は大なり

小なり損傷を受けている幸ここでは自然的条件紀よっ

て藩生した被害と人為的作用はよって発生した被害の

区別は綿密に調べ比較してみないとわからないカミ置

戸町役場の裏にある篤三紀層の露出した高さ約30醐のほ

ぼ垂直に近い崖が何のくずれの徴候を示していないこ

ともつけ加えておく必要があろう.

9･被害と地質構造には関係が施るだろうか?

地震直後東北大学の岩井淳一生出慶司中川久夫

秋田大学の加納博八戸の高校の松山カ大池昭二七

崎修民らは合同して調査団をつくり地質学の立場か

ら斎森県廉南部を精力的に調査した｡その時かれら

響真銚八戸衝臓部か蔭蕊芦剛幼エ…す幻ま麗蜜もひどかった(五戸町志

野鋒)�
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策瀦鰯祷燕爆上舵地方璽カ鰯(ブ岬ゲｰ異常紛布関)地蔵鯛養所資料

1はる瞳

は遠路家屋山くずれなどの被害秘特定の方向を

もり淀地帯に多いことに注目した.とくに斑芦町東

南部から十穐岡市東部にかけては地震動そのものも

八戸市をV(強震)とすれば班(烈震)はあったろうと

思われた由地元のテレビや新聞には同調査団の見解

としてこのような方向性をもった被害多発地帯は深

部の地質構造と関係があるらしいと発表されていた｡

松山氏の話によれば加納氏ら牲この多発地帯を地

震の岳{お通り館"と名付け流そうである｡

同じ興地震所究所の松霞時彦氏は同じ地域を主

として藍石の倒壊から震動の強さやその方筒性を調査

した.同氏も調査団か発表した方殉とは少しちがう

がやはり地震動そのものが特に強かった地帯のあった

らしいことを認めている｡

われわれの調査でもなるほどそのような僚向カミある

ように思われた｡ただし個々の建物の被害の大小は

地盤や地形のよしあしが決定的に関係している.たと

免ば調査団のいう“お通り筋"にあたる十和田市でも

倒壊家屋の大部分は田園の埋立地からなる北部に限ら

れ段丘上にある商都には被害はあまりなかった.この

関係は三派市や八戸布の被害とちかうものではない封

しかし被害の多発地点(靭咽)がNW-S亙方向に

帯状にならぶということは個寿の被害の直接の原因で

ある地盤や地形をこえた鮎何か"かあってもよいと思わ

れるのである｡たとえば国鉄尻内駅から浅水川にそ

りて西方に家屋の被害潜けに目をつけていくと尻内付

近ではほとんど員につかないが正法寺から七崎地区へ

と次篤に被害炉大きくなっていく.そして滝谷志

戸津豊間内付近で最大になり(写真27)それより酉に

は急速に被害率カミ減っているように皐える苗十和囲市

東方の郊外にあたる団地式の墓地(三本木霊園)には

NW-S亙方陶の雁行状の地割れか裏地を横切りて

蝸0醐以上連続している(籍22図).塞有縁石や構造

物の影響をうけてはいるが全体としての方陶性ずれ

のセンス(SWおちアンチ竜ティック多くは左ずれ)

は規則的である､ζのような規則性は地盤や人工の

原因だけでは必ずしも説明できないように思われた

(写真2627.)もし調査団のいうように地震がお

通り筋"溌深部の地質構造と関係しているとすればそ

れはどんな構遺だろうか､

この地域は火山灰台地だから地質團をみても地下の

響輿雛八芹布滝答の帥潟鑑簑献呈

響翼滋十零噸稀雲諌沫鑑馴ごできた地割飢

大部分が崖横ずれであることに注意�
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構造はわからないがたまたまこの地方を対象に地質

調査所で行なわれていた璽カ探査によるブｰゲｰ異常

分布図(小川健三ほかエ鰯芽MS)からはあるてい

どの深部構造を推定できる(第23関).八戸市街から馬

淵川ぞいに走る北上山地と上北台地の境界部(第8図

参照)は第23図でもいちじるしく急勾配の等量カ線を

示している.これは上北台地へ向って基盤(中･

古生層)の深さか急激に増していることをあらわして

い篭のであろう.

いっぽう上北台地のなかでは湿戸町から十和蘭市

を緒ぶNW-S買方肉にいちじるしい重カの低異常地

帯が走っている.そのすぐ西側には弱い高異常地帯

がこれと平行に延びているがそれは南方で名久井

屠を軸とする新第三系の大慧な背斜に違恋る.地表の

地質調査では(鎮西1968至966)この背斜東翼の辰の

口携曲から東側の新第三紀一第四紀層はほ&んど水軍ば

ちがい佃しかし箆カ探査からは五戸一十和閏一七戸

にかけて基盤(恥酋生層)が深く新第三紀一錦四

紀層のいちじるしく厚い大規模匁向斜構造が推定され

る.

地震の“お通り筋ヨコは北上山地の境界部と上北台

地内の璽カ低異常載(正確にはその東翼部)と一致し

ているようにみ走る｡地質家にとってはは柱は淀興

味深いことである｡

らかである｡これが重力の低異常地帯と一致している

のは皮肉匁偶然だろうが地霧の“お通り筋"カミ南

の{{為通り遺呈卑と一致しているのは決して偶然ではなか

るう曲地質構遺と被害をの関係を細るためには個々

の被害の発生し愁条件を発生しなかったとことの比較

を含めもっとキメ細かく調査する必要カミあるだろう.

こζ婁で:轟い花ところで

私たちはふとえもいわれ

(筆者は応局地質蔀※翻胞質部)
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